
（単位：円）

国庫補助額
（Ｃ）

交付金充当
経費（Ｄ）

起債額
（Ｅ）

その他
（Ｆ）

1
自治会感染予防対策
事業

261の自治会へ自治会活動が安心かつ継続的に実施できるように世帯数
に応じて交付金を支給し、消毒液等の感染予防に係る経費を補助する。
・１～30世帯10,000円　31～50世帯15,000円　51～100世帯20,000円
101～150世帯25,000円×４自治会　151世帯以上30,000円

3,345,000 3,345,000 0 3,345,000 0 0 0 R4.8.8 R5.3.24

259自治会の全てが申請し交付を受けた。
最低限の自治会活動で必要となる消毒液等の感染防止対策に係
る経費について補助した。自治会活動を通じての感染者は０人で
あった。

2
タクシー事業者等緊急
支援事業

タクシー及び運転代行業者へ経営支援のための補助をする。
タクシー業　１台あたり243,000円
・運転代行業者　１台あたり405,000円

9,639,000 9,639,000 0 9,639,000 0 0 0 R4.7.4 R4.9.1

県公安委員会登録業者であるタクシ－２業者、代行運転業者４業
者が申請し交付を受けた。（１代行運転業者は登録はあるが実質
営業なし）
補助を行うことで存続の支援を行い、タクシー及び運転代行業者
の倒産件数０であった。

3 障害施設等支援事業
障害者支援施設等に対し、個別の事情に応じた新型コロナウイルス感染
症対策を実施できるよう支援する。
・１支援区分につき20万円

7,800,000 7,800,000 0 7,800,000 0 0 0 R4.6.30 R4.10.6
11法人（39支援区分）が申請し交付を受けた。
障害施設等の感染防止対策を図ったが、クラスターが２件発生し
た。

4 介護施設等支援事業
介護施設等に対し、個別の事情に応じた新型コロナウイルス感染症対策を
実施できるよう支援する。
・１支援区分につき20万円

11,000,000 11,000,000 0 11,000,000 0 0 0 R4.7.5 R4.8.4
23法人（55支援区分）が申請し交付を受けた。
介護施設等の感染防止対策を図ったが、クラスターが２件発生し
た。

5
医療提供体制等構築
事業

市内医療機関における無症状新規入院患者に新型コロナウイルス感染症
のＰＣＲ検査を行いクラスター発生による医療崩壊を防ぐ。
・医療機関の新規入院患者ＰＣＲ検査費用550件×20,000円＝11,000千円

9,647,200 9,647,200 0 9,647,000 0 200 0 R4.5.2 R5.3.24
新規入院患者のＰＣＲ検査を1,241件行った。
ＰＣＲ検査費用を助成し、新規入院患者からのクラスター発生件数
は０件であった。

6 ＰＣＲ検査助成事業

一定の高齢者等及び一般市民へＰＣＲ検査を行い感染拡大のリスクを最
小限に抑える。
一般　120人×10,000円＝1,200千円
・65歳以上高齢者等50人×20,000円＝1,000千円
・市外利用者　30人×10,000円（扶助費）＝300千円

1,063,360 1,063,360 0 1,063,000 0 360 0 R4.4.30 R5.3.31

65歳以上23名、基礎疾患者５名、それ以外65名、合計93名の市民
にＰＣＲ検査を行い、感染防止に寄与した。なお、市外利用者は無
かった。

7 地域医療支援事業
伊佐市の医療機関に対し、個別の事情に応じた新型コロナウイルス感染
症対策を実施できるよう支援する。
・１医療機関につき20万円

5,400,000 5,400,000 0 5,400,000 0 0 0 R4.7.4 R5.1.23
27医療機関が申請し交付を受けた。
医療施設の感染防止対策を図ったが、クラスターが５件発生した。

8
公共的空間安全・安心
確保事業

新型コロナウイルスの感染拡大のリスクを最小限に抑えるため、庁舎をは
じめとする全ての公共機関及び学校における感染症対策を強化する。
・消毒用アルコール含侵ペーパー、消毒用アルコール、消毒用ペパータオ
ル、　自治体職員用机アクリルバン、教職員用机パーテーション他

5,078,877 5,078,877 0 5,078,000 0 877 0 R4.4.1 R5.3.30

公共施設の感染防止に係る経費として2,440,012円、小中学校の
感染防止に係る経費として2,638,865円支出した。
公共施設でのクラスターは０件であったが、学校では、学校閉鎖が
１校、学級閉鎖が６学級発生した。

9
時短要請協力金給付
事業

営業時間の短縮等に協力した事業者に対して県が支給する協力金の伊佐
市負担金分。
・1/27～2/20分　6,357千円　2/21～3/6分3,625千円

9,982,000 9,982,000 0 9,982,000 0 0 0 R4.12.6 R4.12.15
県と一体となって事業を行い、事業継続及び雇用の確保を支援す
ることができた。

10 伊佐もみじバル事業

伊佐市曽木の滝公園のもみじの見ごろに併せて実施することで、市内飲食
店の回遊を促進し、新型コロナウイルスのため疲弊している地域経済の活
性化を図る。バルチケット（700円×５枚）を2,000円で販売。
・伊佐市商工会へプレミア分及び事務補助費
・プレミア分1,500円×600セット

1,000,000 1,000,000 0 1,000,000 0 0 0 R4.9.12 R5.1.27

１セット（1,000円×３枚）を2,000円（プレミアム率50％）で販売。合
計902セット販売した。
購入者を対象に行ったアンケートでは、伊佐市外からの購入者が
全体の１割を超えており、若干ではあるが観光客の中心商店街へ
の回遊促進と飲食店への消費喚起に繋がった。

11
キャッシュレス決済ポ
イント還元事業

新しい生活様式としての非接触型決済の利用促進を図るとともに、上乗せ
ポイントを付与することで市内事業所の支援を行う。
・ポイント付与上限：利用額の30％
・上限：１決済あたり１回2,000円、ポイント還元期間の１事業者あたり10,000
円
・40,000決済×2,000円

69,985,478 69,985,478 0 69,985,000 0 478 0 R4.7.25 R5.3.14

キャンペーン開始前の9月と比べて、期間中10月は「決済金額」
「ユーザー数」「決済回数」においてキャンペーン効果において大
幅な向上がみられた。またキャンペーン終了後の11月においては
各項目で減少はしたものの、9月の開始前と比べて高くなっており
一定の定着率を示している。特に「決済回数」が大きく向上してい
ることから、利用者のキャッシュレス決済機会が増加しており定着
に寄与できたと考える。

備考

令和４年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実績及び事業効果

事業（計画）概要
Ｎ
ｏ

事業名
事業開始
年月日

事業完了
年月日

事業実施及び効果
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（Ａ）

補助対象事業費
（Ｂ）＝（Ｃ）＋（Ｄ）＋（Ｅ）＋（Ｆ）

補助対象
外経費
（Ａ）－
（Ｂ）

決済金額 ユーザー数 決済回数 決済金額 ユーザー数 決済回数

PayPay 519% 190% 162% 173% 138% 114%

d払い 306% 186% 229% 122% 131% 123%

au Pay 361% 174% 224% 127% 129% 128%

Payどん 1141% 131% 993% 253% 38% 272%

10月 11月
対象

※9月を100%とする
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12
緊急地域経済活性化
対策事業

地域経済を回復させるため、伊佐プレミアム付き商品券の販売を行う。
・１セット額面14,000円を10,000円で販売（500円×28枚綴り）
プレミアム分4,000円×25,000セット＝100,000千円
・プレミアム付商品券発行事務費

105,912,324 105,912,324 0 69,914,000 0 35,998,324 0 R4.7.1 R5.3.27

１セット28枚入り（１枚500円）の額面14,000円を10,000円（プレミア
ム率40％）で販売。25,000セットを計画していた。
販売実績は、販売セット総数24,932セット総額249,320,000円（額面
総額349,048,000円）で地元商工会267店舗で幅広く利用された。計
画の99.7％の実績。事業継続が厳しい状況にある飲食店等の支
援を中心に地元商店街の消費拡大、地域経済の活性化に寄与し
た。

13
伊佐市観光特産情報
発信事業

伊佐市の地域ブログ「イサタン」への運営補助を行い、ポストコロナに向け
た観光産業の好循環に資する。
・10万円×９ヵ月＝900千円

900,000 900,000 0 900,000 0 0 0 R4.7.22 R5.3.30 別紙参照

14
小中学校修学旅行延
期キャンセル補助事業

小中学校の修学旅行が新型コロナウイルス感染拡大の影響で日程変更、
旅行中止等になった際のキャンセル料等を補助することで保護者の負担
軽減を図る。
・Ｒ３実施分：確定　1,470千円　※キャンセルあり

1,441,000 1,441,000 0 1,441,000 0 0 0 R4.7.28 R5.2.16

令和３年度に新型コロナウイルスの影響で就学旅行が実施出来
なかったキャンセル料について補助し保護者の負担軽減が図られ
た。大口中央中学校生徒123名、菱刈中学校38名、合計161名分。
なお、令和３年度小学校及び令和４年度の小・中学校の修学旅行
は実施されキャンセル料は発生しなかった。

15
図書館パワーアップ事
業

大口及び菱刈図書館に非接触、密を避けるためインターネットを利用した
蔵書検索が可能となるWeb-Opacシステムの導入及び返却図書を除菌す
る備品を購入し、新型コロナウイルス感染防止対策を図る。
・Web-Opacシステム導入委託　図書除菌機備品購入費

4,676,100 4,676,100 0 4,676,000 0 100 0 R4.7.25 R5.2.10

大口図書館40名×30日＝1200名/月・菱刈図書館20名×30日＝
600名/月合計1800件/月　のHPアクセス数・WEB予約　7件×26日
≒約180件/月
伊佐市立図書館蔵書をWEB上で検索できるようになり、利用者に
は好評。

書籍除菌機実績　大口図書館１台・菱刈図書館１台
・大口図書館端末15名×26日＝390名/月・菱刈図書館端末5名×
26日＝130名/月　合計520件/月

16
体育施設感染予防対
策事業

西太良地区コミュニティ広場における新型コロナウイルス感染症拡大の予
防対策として、フタの有る洋式に改修することで飛散を防ぎ、衛生環境の
改善を図る。
・体育広場トイレ洋式化及び手洗い場整備費用4,997千円

4,997,000 4,997,000 0 4,997,000 0 0 0 R4.6.1 R4.8.29
フタの有る洋式に改修することで飛散を防ぐとともに手洗い場の整
備を行い、衛生環境の改善を図った。

17
障害施設等支援事業
（原油価格高騰対策
分）

電力価格高騰等の影響を受けている 障害施設等の光熱水費を補助し支
援する。
・居宅系サ－ビス事業所　276,000円、グループホーム　300,000
・施設障害事業所2,400,000円、障害児施設　276,000円

12,264,000 12,264,000 0 12,264,000 0 0 0 R4.11.14 R5.2.2
11法人（28支援区分）が申請し交付を受けた。
光熱水費の価格高騰に対しての補助をすることで、経済的負担を
軽減し、質の高いサ－ビス等を継続して提供することができた。

18
介護施設等支援事業
（原油価格高騰対策
分）

電力価格高騰等の影響を受けている介護施設の光熱水費を助し支援す
る。
・介護支援・訪問事業所48,000円、通所事業所276,000円
・グループホーム　300,000円、介護施設事業所2,400,000円

25,116,000 25,116,000 0 25,116,000 0 0 0 R4.11.17 R4.12.22
23法人（57支援区分）が申請し交付を受けた。
光熱水費の価格高騰に対しての補助をすることで、経済的負担を
軽減し、質の高いサ－ビス等を継続して提供することができた。

19
医療提供体制等構築
事業（原油価格高騰対
策分）

電力価格高騰等の影響を受けている医療機関の光熱水費を補助し支援す
る。
・病院　2,400,000円、診療所・クリニック（有床）1,200,000円
・診療所・クリニック（無床）600,000円、歯科360,000円

28,080,000 28,080,000 0 28,080,000 0 0 0 R4.11.16 R4.12.8
27医療法人が申請し交付を受けた。
光熱水費の価格高騰に対しての補助をすることで、経済的負担を
軽減し、質の高い医療を継続して提供することができた。

20
学校給食費原材料価
格高騰抑制支援事業

・コロナ渦で増加する生活困窮者の支援と子ども子育て世帯への支援とし
て、給食費の補助を行う。また、原材料費の高騰による給食費の助成も合
わせて行う。
（賄材料費）
物価高騰７％分　小中学校及び幼稚園1990人分
（補助費）
小学校　1,000円×1,110人×７か月、中学校　1,000円×　520人×７か月

14,790,698 14,790,698 0 14,790,000 0 698 0 R4.9.14 R5.3.30

令和４年９月から令和５年３月までの間の学校給食費について、
児童生徒1人につき月1,000円（延べ11,162人）を補助し、子ども子
育て世帯への支援を行った。また、食材費高騰分の助成を行い給
食費値上げの抑制を行った。

21
畜産飼料価格高騰対
策緊急支援事業

原油価格高騰等により影響を受けている畜産農家の負担軽減並びに生産
意欲継続のために支援金を支給する。
繁殖牛・肥育牛農家、酪農農家、養豚農家、養鶏農家
※畜産農家（Ｒ４.1飼養数調査による飼養数羽数により助成額を支給する）

33,539,930 33,539,930 0 33,539,000 0 930 0 R4.11.8 R5.3.30
206の畜産関係者が申請し交付を受けた。
原油価格や飼料高騰に対しての補助をすることで、経済的負担を
軽減し、畜産業の生産意欲継続に寄与した。

22
農業資材価格高騰対
策緊急支援事業

原油価格高騰等により影響を受けている農業経営の負担軽減並びに生産
意欲継続のために支援金を支給する。
・経費1,000万円以上70万円、500万円以上50万円、250万円以上25万円、
100万円以上15万円、50万円以上7万円、25万円以上3万円、25万円未満
1.5万円、農業法人70万円
※Ｒ３申告による肥料代と動力光熱水費の合計額により助成額を支給

44,895,000 44,895,000 0 44,895,000 0 0 0 R4.9.16 R5.3.30
569の農業関係者が申請し交付を受けた。
肥料代や動力光熱水費価格高騰に対しての補助をすることで、経
済的負担を軽減し、農家の生産意欲継続に寄与した。
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23
伊佐市事業者継続支
援事業

電気、ガス、原油価格等により影響を受けている、飲食業、運輸業、小売
業、宿泊業、従業員４名未満の製造業等の業継続及び雇用の確保を支援
するため助成金を支給する。
・法人事業所10万円　個人事業所６万円

24,425,000 24,425,000 0 24,425,000 0 0 0 R5.2.6 R5.3.30
233の法人事業者、345の個人事業者が申請し交付を受けた。
物価高騰に対しての補助をすることで、事業継続及び雇用の確保
を支援することができた。

24 製造業支援事業

新型コロナウイルスによる原油高及び物価高騰等で影響を受けている製
造業に対して補助を行い、新たな価格体系への適応の円滑化に向けた支
援を行う。
・従業員４名以上20名以内600,000円、従業員21名以上1,000,000円

8,600,000 8,600,000 0 8,600,000 0 0 0 R4.9.27 R5.2.16
11の製造業が申請し交付を受けた。
物価高騰に対しての補助をすることで、事業継続及び雇用の確保
を支援することができた。

25
保育所等給食支援事
業

保育所等に対し物価上昇分の経費を支援する。保護者に上昇分の負担な
しで、栄養バランスや量を保った従前どおりの給食が支給可能となる。
・認定区分毎の園児数×給食費×物価上昇率（10％）
・主食費+副食費7,500円×10％、副食費のみ4,500円×10％

6,205,000 6,205,000 0 3,106,000 0 3,099,000 0 R4.8.10 R5.3.30

13の保育所等が申請し交付を受けた。
延べ9,862人分の給食費の物価上昇に対し、保育所に経費を支援
した。保護者に上昇分の負担なしで、栄養バランスや量を保った
従前どおりの給食が支給可能となった。

26
保育所等整備支援事
業（資材価格高騰対策
分）

建築資材の高騰が生じているため、本交付金を活用し保育所等整備支援
事業の継続を図る。
・資材高騰に係る3/4
・交付対象　社会福祉法人菱刈福祉会

19,212,000 19,212,000 0 19,212,000 0 0 0 R5.2.14 R5.3.31
建築資材の著しい高騰分を一部補助することによって、保育所の
新設整備を行うことが可能となった。

27
子ども・子育て支援交
付金

感染防止対策を図るために必要な衛生用品の購入経費について放課後
児童クラブに対し支援する。
・定員19名以下300,000円、定員20～59人400,000円、定員50人以上
500,000円
・地域子育て拠点施設300,000円

3,700,000 3,700,000 1,233,000 1,234,000 0 1,233,000 0 R4.8.24 R5.3.30

11の放課後児童クラブが申請し交付を受けた。
感染拡大防止のための備品購入、事業所の消毒、業務を継続的
に実施するための研修、かかりまし経費、感染症予防の広報・啓
発等について補助を行い感染拡大防止が図られた。

28
保育対策総合支援事
業費補助金

感染防止対策を図るために必要な衛生用品の購入経費について保育所に
対し支援する。
・定員59名以下400,000円　 定員60人以上500,000円

6,300,000 6,300,000 3,150,000 3,150,000 0 0 0 R4.6.29 R5.3.30

14の保育所等が申請し交付を受けた。
感染拡大防止のための備品購入、事業所の消毒、業務を継続的
に実施するためのかかりまし経費について補助を行い感染拡大防
止が図られた。

29
放課後児童クラブ支援
事業

物価高騰等の影響を受けている子育て世帯及び事業者を支援する。
・放課後児童クラブでのおやつ価格高騰支援　10円×25日×12月×400人
・電気ガス等のエネルギー高騰支援50,000円

1,841,000 1,841,000 0 1,841,000 0 0 0 R4.11.15 R5.2.2

13の放課後児童クラブが申請し交付を受けた。
物価高騰に対しての補助をすることで、事業継続の確保を支援す
ることができた。
397人分のおやつ代補助を行うことで保護者の負担軽減が図られ
た。

30 私立保育所支援事業
電気・ガス等高騰等の影響を受けている私立保育所を支援する。
・定員59名以下　400,000円　 定員60人以上　500,000円

6,300,000 6,300,000 0 6,300,000 0 0 0 R4.11.15 R4.12.15
14の保育所等が申請し交付を受けた。
物価高騰に対しての補助をすることで、保育継続の確保を支援す
ることができた。

31 移動販売支援事業
密を避けるため、買い物外出を自粛している市民のために、事業者が行う
農産物等の配送取組について支援する。
・移動販売車の購入、改修等の経費（補助対象経費の2/3　上限200万円）

3,436,000 3,436,000 0 3,436,000 0 0 0 R4.12.16 R5.3.2

２の事業者が申請し交付を受けた。
Ａ業者：大口～山野、原田、大田、鳥巣方面
Ｂ業者：大口～平出水、山野、牛尾、青木、菱刈市山方面
買い物外出を自粛している市民に対して、密を避けて買い物の手
段を提供できるようになった。

32
伊佐市事業者継続支
援事業（Ｒ４物価高騰
分）

No23と同じ 19,575,000 19,575,000 0 19,575,000 0 0 0 R5.2.6 R5.3.30 No23と同じ

510,146,967 510,146,967 4,383,000 465,430,000 0 40,333,967 0合計












